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(1)
いよいよ本日で本学での講義を終了することになりました。私が本学に赴任
したのが昭和23年 ですから,ち ょうど36年が経過 したことになります。また私
は小樽商業高校(当 時の庁商)の 卒業で,そ の入学が昭和8年 ですから,小 樽
高商の学生時代をふ くめて50有 余年この 「緑が丘」を登り下りしたわけです。
自分が卒業 し牟学校で教育と研究生活の総べてを過すことができたことは,こ
の上ない仕合わせで した。
さて35年 前といえば,そ れほ戦後の日本経済が再建のスタートを切った時期
で した。この35年,私 がこの 「緑ケ丘」で見てぎたこと,考 えてきたことを話
してみたいと思います。思い出話になりますが,戦 後の日本経済が,そ して私
共の世代が,ど のような意識で今日まで生きてきたか,そ れを学生諸君に知っ
て貰いたいのです。それは今後のわが国貿易政策の進路を考えるに役立っばか
りでなく,し ばしば言われるいろいろな断絶(親 子の断絶,世 代の断絶等)を
埋めるのに少 しで も役立つのではないかと思うからです。
(2)
私が本学に赴任 した昭和23年 はいわば飢餓の時期でした。その危機的状況を
どうにか切り抜けたと思うようになるのが昭和20年代の末ですが,ち ょうどそ
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、の頃,昭 和30年 の夏から満一年,フ ルブライ ト留学生としてニューヨークのコ
ロンビア大学に留学することになりました。 この留学はその後の私に大 きな影
響を与えたので,少 し当時の思い出を話してみようと思います。
私の渡米は飛行機ではなく,現 在横浜港に繋留されている氷川丸の最終航海
でした。ア リューシャン列島のキスカ,ア ッツの近くを通 る,霧 の北太平洋12
日間の航海です。氷川丸は太平洋戦争で生き残ったわが国唯一の客船で,廃 船
直前のオンボロとはいえ,外 国航路の客船です。私共フルブライ ト留学生たち
は,客 船の食事の豪華なことに驚きました。朝食にコーン・フレイクスの他に
オートミール,プ ラン,ラ イ等のチョイスがあることを知りました。横文字の
メニューの見方をウェイターに教わりながら三度三度フルコースの食事を楽し
みましたが,そ の時私は始めてベーコン・エッグスという料理にお目にかかり,
世の中にこんなウマイものがあったのかと,感 激 したもので した。ニューヨー
クでは東大医学部(当 時)の 白木博次先生(精 神科)と 現大阪大学学長の山村
雄一先生(内 科)と 私の三人で,半 年程同じ下宿で 自炊生活をしましたが,日
曜日にはよく鶏の丸焼きを一羽買ってきて,ポ パイ漫画のブルー トよろしく三
人で食 らいっいたもので した。当時の日本ではそのようなご馳走にはとうてい
あり付けなかったからです。このような食べ物の話を最初に致 しましたの も,
それによって当時の 日本人が直面 していた飢餓感というものを理解 して頂きた
かったからです。
もちろん食べ物ばかりではありません。私は当時日本には知 られていなかっ
た新 しい多 くのものをアメリカで見出しました。スーパー ・マーケット,ハ イ
ウエイ,キ ャフテリア,モ ーテル,ド ライブ ・イン・レス トラン等々。私はそ
れ らが10年 位いの間に日本に取り入れられるであろうと直感 しま した。事実そ
の通りになり,い まそれらはほとんどすべてわれわれの日常生活の一部になっ
ています。ただひとつわが国に入 らなかったものがあります。 ドライブ・イン
の映画劇場です。土地の狭い日本では無理だからで しょう。ついでですが,同
じ名前でありながら,た とえばモーテルのように,ア メ リカと日本とでは実体
が大きく相違する場合もあるようです。ただし私は日本のモーテルの経験があ
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りませんので,詳 しくはお話 しで きません 。
コロ ンビァ大学での経験をひ とつお話 しします。 コロ ンビア大 学に はR・ ヌ
ル クセとい う国際経済学 の権 威がいま した。 ヌル クセが いたか ら,コ ロンビァ
を留学先 に選ん だのです。その ヌル クセが講義 のなかで,私 の顔をチ ラチ ラ見
なが ら,次 のよ うな話を しま した。「これか らの世 界経済 の動向 を考え る場合,
日本 という国の動 きに注意 しなければな らない」 とい うのです。 理由はこ うで
す。「諸君。世界地図を頭のなかに思い浮べて頂 きたい。 サ ン フラ ンシス コか
らアラスカ,ア リュー シャン,日 本列 島,南 シナ海,紅 海,地 中海そ して イタ
リアにいた る長い海岸線 を思 い浮べて ほ しい。地球 の3分 の2に およぶ距離で
すが,そ の間に鉄の船 を作 って輸 出 して いるのは 日本だけである。 日本の工業
力には注 目しな ければな らない」。私は このヌルクセの言 葉 に大 い に勇気 づ け
られ ま した。そ して帰国後,最 初 の講義で早速 この話を学生 に披 露 して,「 わ 唱
れわれ 日本 人は もっと自信を持 って よい」 とコメ ン トを加 え ま した。 す る と,
どうで しょう。学生 は ドッと笑 ったのです。なぜ笑 ったか といえ ば,「 そ れ は
無理 とい うものだ。麻田はヌルクセにおだて られて,そ う思 ってい るか もしれ
ないが,と うて い出来 ることではない」 という学生の反 応だ ったのです。 昭和
31年 秋の話です。マ ッカーサーには精神年齢12歳 といわれ,自 ら四等 国民 と自
嘲 して,敗 戦 シ ョックか らまだ立 ち直 って いなかった当時の国民一般 の精神状
態が そのような形で示 されたのです。
(3)
昭和35年(1960年),池 田内閣の所得倍増計画が打ち出され,日 本経済の高
度成長が始まりました。 しかし実際には,そ の2年 前か ら高度成長は進行 して
いたのです。さらにその5年 前に,ヌ ルクセが日本経済の潜在成長力を見抜い
ていたのです。日本経済の高度成長がなぜ可能だったかという問題は,ま た別
のテーマとして取り上げられなければなりませんが,と もあれ,わ が国の高度
成長は経済史上未曽有の偉業というべ き成果で した。 しかもそれは,わ が国民
が敗戦ショックか ら立ち直れない精神状態のなかでスター トしたのです。
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ここでこの時期の世界経済について簡単に見てみましょう。1950年 代(昭25
～35)の 世界は戦後復興の時期です。アメリカとカナダを除く世界の総べての
工業国は,戦 敗国,戦 勝国のいずれを問わず,戦 災の打撃からまだ立ち直って
いませんで した。アメリカだけが戦時中につくり上げた大 きな生産力を保持 し
ており,そ して多くの国 ぐに(工 業国 ・途上国)の 復興と開発は,こ のアメリ
カの巨大な生産力にたよって進め られました。言いかえれば,1950年 代の世界
経済はブレ トン。ウッズ体制とマーシャル ・プランのもと,ア メリカの巨額の
対外援助(国 際諸機関への出資を含む)に よって推進されました。 このアメリ
カの巨額な対外支出を可能にしたのが,そ の圧倒的な生産力を基盤としたアメ
リカの経常収支の黒字です。さらにアメリカはこの時期,ガ ット協定にもとつ
いて自国市場の開放を行ないますが,他 国市場の対米開放を必ず しも強要 しま
せんで した。いずれにせよ1950年 代アメリカの寛容な対外政策が,工 業諸国の
戦後復興を大きく促進したということができます。
1960年代はヨーロッパ諸国と日本のアメリカに対するキャッチ ・アップの時
期でした。EIECが1959年 に発足 します。 またすでに指摘 したよ うに坤60年
(昭和35)「 所得倍増計画」がスター トします。このヨーロッパと日本の追い
上げは,と りも直さずアメリカ経済の優位性の相対的後退であり,ア メリカの
対外競争力の低下を意味 します。そして,こ のアメリカ経済の対外競争力の低
下は,一 方で50年代の ドル不足を解消させますが,他 方では不幸にも,ド ル過
剰から国際通貨不安をもたらすようになりました。それは次のような推移によ
るのです。 ヨーロッパ諸国と日本のキャッチ ・アップはアメリカ経常収支の黒
字(ド ル不足)を 減少させます。もしそれに対応してアメリカの対外支出(対
外軍事支出,途 上国援助その他)が 減少するならば,ア メリカの国際収支は悪
化 しないですみます。 しか し不幸なことに,50年 代の冷戦構造の進展や60年 代
のヴェ トナム戦争の泥沼化は,ア メリカ対外支出の削減を許 しません。さらに
西側陣営にアメ リカの世界戦略に対する批判がおこり(た とえば ドゴールの対
米批判),か りにアメリカが西側諸国に対外(軍 事)支 出の肩代 りを求めて も,
とうてい西側諸国の同意をうることができないという状況になりました。その
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結果,ア メ リカの国際収支悪化(ド ルのたれ流 し)が 継続 し,そ れが60年 代後
期の ドル不安,国 際通 貨不安 をひき起 こ し,そ して1971年8月 のニ クソ ン ・シ
ョックへ と続 くので した。
(4)
1960年代後期の国際通貨不安について,い ささかコメントをしたいと思いま
す。
まず 「ドルのたれ流し」について。60年 代後半の国際通貨不安の原因は,ひ
とえにアメ リカの金融節度の喪失すなわち 「ドルのたれ流 し」 によると非難 さ
れました。 しか し,そ の非難はいささか酷なように私には思われます。 という
のは,こ の 「ドルのたれ流 し」によって,国 際流動性の増加という意図せざる
効果が世界経済にもたらされたからです。世界経済の拡大は,当 然それを円滑
に動かすに必要な潤滑油すなわち国際通貨(国 際流動性)の 供給増加を必要 と
します。これが図らずも 「ドルのたれ流 し」によって実現 したのです。 もしこ
の 「たれ流し」がなかったならば,そ して 「ドル不足」が継続 したならば,60
年代の世界経済があのように順調に拡大 したかどうか,大 いに疑問だと思いま
す。
第2は,こ の 「国際通貨不安」が図らずもIMF運 営の欠陥を暴露すること
り
になった点についてです。IMF体 制はタテマエとしてはもともとアジャスタ
ブル ・ペッグ・システム(調 整可能な固定為替制)で すが,そ れが実際の運営
では,「アジャスタブル」が脱落して,事 実上,ペ ッグ・システム(固 定為替
制)と して運営されました。ケインズやホワイ トの考えたIMFは,「 基礎的
不均衡」が存在する場合,加 盟国通貨のIMF平 価は調整される仕組みで した
が,IMF運 営の実際では,そ の調整機能はほとんど作動せず,事 実上固定為
替制 として運営 されたのです。なぜそうなったか,そ の理由にっいては,こ れ
までの講義で述べま したので省略します。 しかし米 ドルが米国国内法によって
金 ユオ ンス=35ド ルに固定 され,し かもドルの赤字傾向,マ ルク・円の黒字傾
向が定着するようになると,国 際金融市場はどうしても不安定にならざるをえ
8 商 学 討 究 第35巻 第2・3号
ません。なぜな ら,そ のよ うな条件 の もとで は,い っか はマル クや円の切 り上
げが行われな ければな りませ ん。 したが って,い っ それが切 り上げ られ るか,
その時機が投機の対象になります。 しか もこの投機では,利 益のチ ャンスはあ っ
て も損失の危険はありません。かりにマルクの切 り上 げを予想 して,ド ル売 り=
マル ク買 いの投機を行 ない,予 想に反 してマル クの切 り上 げが行 なわ れな かっ
たと して も,投 機者 はもとの為替 相場でマルク売 り=ド ル買 いを行な って,も
との資金 ポジシ ョンに戻 ることがで きるか らです。
こ う考 えれば,こ のよ うな不安定要因を含 むIMFの ペ ッグ(固 定為替)シ
ステムが,ニ クソ ン ・シ ョックによ って強引に打 ち壊わ されざるをえ なか った
理由は,容 易に理解 しうると思い ます。 しか し,そ れに もかかわ らず,ニ クソ
ン ・ショック後 の 「調整 された」新為替相場体系(ス ミソニア ン合意,1971年
12月)が またまたペ ッグ ・システムで あったため,2年 後(1973年2月)に は
再び国際通貨不安 が発生 して,各 国通貨 は 「総 フロー ト」制 に移 らざ るをえな
くな るのです。
現在の国際通貨体制はフロー ト制です。それは1976年 の ジャマ イカ合 意によ っ
て追認 され志 した。ヶイ ンズ ・ホワイ トが考 えていた為替相場調整の必要性を
IMFが 実際の経験か ら学 んだのです 。
(5)
以上,戦 後世界経済の再建過程について述べてきましたが,つ ぎにわが国の
貿易政策について述べてみようと思います。
明治以来われわれ日本人には 「輸出は善,輸 入は悪」という重商主義的観念
がありました。「出超(黒 字)は 善,入 超(赤 字)は 悪」 と言 いかえて も同じ
です。
1960年 代の中葉まではそれでもよかったかもしれません。わが国にはそれま
では明治以降一貫 して輸入超過体質があったからです。 しかしユ965年(昭 和40
年)日 本ははじめて対米出超を記録 し,明 治以降の入超体質から出超体質に転
換するのですが,そ れまでの長い期間にわたって,国 内産業の保護 ・育成,輸
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出振興,輸 入代替の諸政策がとられてきました。戦前は 「富国強兵」,戦 後は
「戦後再建」が大義名分で した。
1970年 代もちかばになりますと,日 本貿易の黒字体質がはっきりあらわれ,
貿易摩擦の問題が表面化 してきます。国内市場の門戸開放,貿 易の自由化,日
本経済の構造調整が否応なく求められる事態になりました。 しかし,反 面,明
治以降培われてきた重商主義的センスが根強く存在 し,さ らにこれまでの手厚
い産業保護 ・育成策が強力な既得権益と複雑な利害関係をつ くり上げています。
新 しい政策は,い っの場合 も既得権益と現状維持を主張するグループの抵抗に
直面するものです。ケネディ・ラウンドの関税引下げ(1967年)と ニクソン・
ショックの円の切上げ(1971年)は,い ずれも 「黒船来る」として大騒ぎで し
た。結局,「外圧」のためとして,関 税引下げ,円 の切上 げが実施されるので
すが,実 施 してみると,当 初の反対がすべて杞憂にすぎなかったことが明 らか
になりました。総べての人に良 く吹 く風はありません。ある政策はある人(グ
ループ)に はプラスの影響を,ま た他の人(グ ループ)に はマイナスの影響を
6
与えます。マイナスを受ける人(グ ループ)は 事前に声を大にして反対 します
が,プ ラスを受ける人(グ ループ)は 歓呼の声をあげてそのプラスを誇示する
ようなことは致しません。その結果ある政策(た とえば貿易の自由化)が 一部
の少数の人びと(輸 入品と競合する国内産業)に 不利に働らき,多 数の人びと
(消費者一般)に プラスをもたらす場合,民 主主義の政治プロセスは,少 数派
の大 きな声に動かされ,し ばしばその政策実施が困難になります。 これはなに
も貿易摩擦問題に限ったことではありません。国鉄再建問題,食 管法問題,健
保問題等すべてに共通するところです。 しか し現状維持と既得権の擁護だけで
は歴史の新境地は拓けません。 日本経済の将来に関心をよせる人は,誰 ひとり
として,わ が国の対外経済政策,産 業政策がいまのままで良いとは考えていな
いで しょう。 しか しながら,現 実の政治の場においては,ボ ーカル ・マイノリ
ティ(声 の大きな少数派)に あえて逆らって,新 しい経済政策を大胆に打ち出
すことは,少 な くとも短期的には,政 治的に賢明ではないようです。
世界経済の進展は,そ れにもかかわらず,わ が国に対 して経済構造の大幅な
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転換を求めています。このことはなんびとも異存のないところと思います。 し
かし,当 面,既 得権益の保持には努力するが,政 策転換の先頭に立って現状維
持グループの攻撃にさらされる愚を避けようとするのが,要 路の政治家の常套
手段です。その結果タテマエとホンネの食い違い,「総論賛成,各 論反対」と
いう現象を生み出 して,国 際的不信を招き,バ ーセプション・ギャップを拡げ
て,貿 易摩擦の問題を経済摩擦か ら文化摩擦へと悪化 させ る虞れがあります。
時間がなくなりましたので,こ れで打ち切ることになりますが,日 本経済は,
ここ当分は新 しい方向へ踏み出すきっかけを求めて,し ば し模索を続けると致
しまして も,遠 らず して新局面を切 り拓 くものと私は思います。否,か つての
高度成長がそうであったように,日 本経済の新展開が,わ れわれの無意識のう
ちにすでに始まっているのかもしれません。わが国の経済発展が,明 治以降,
果敢な構造転換の繰 り返 しであったてとを思い起こすならば,わ が国がこれか
らの世界経済でニュー ・リーダーとして責任を果 してい.くであろうことを私は
信 じて疑いません。それと同じく,わ が小樽商科大学のさらなる発展を心から
祈念致します。
